
［別紙１］ 
 

環境創造型農業サミット企画構想及び実施計画書作成業務 仕様詳細 

 

１ 業務内容 

（１）サミット企画構想の作成 

以下の内容を含め、魅力及び集客力ある企画を構想し、企画書を作成する。 

ア 豊岡市のコウノトリ野生復帰に寄与する「コウノトリ育む農法」、新潟県佐渡

市のトキ野生復帰に寄与する「トキと共生する農業」など、環境や生物多様性に

配慮した農業の意義への理解醸成を進める企画。 

イ 兵庫県豊岡市と新潟県佐渡市の小学校にて、「コウノトリ育む農法」・「トキと

共生する農業」について学習しており、各校が発表する機会を企画。 

ウ 一般消費者に向けた本事業の理解醸成を進める事例発表、講演実施及び講演登

壇者の選定を企画。なお、登壇者の選定にあたり、登壇候補者リストを作成し、

農業改良課の了承を得て、登壇者を確定させる。 

エ サミット参加希望者に対して、「コウノトリ育む農法」に取り組む水田での生

き物調査体験など、現地研修の実施を企画。 

オ 「コウノトリ育む農法」や「トキと共生する農業」で生産したお米を使用した

お弁当・おにぎり等の食事の提供検討を企画。 

カ その他魅力あるサミットとするために必要な取組を企画。 

 

（２）サミット実施計画の作成 

   上記（１）の企画構想を基に、農業改良課とも協議し、サミットを実施するため

の実施計画書を作成する。実施計画書には以下の項目を必須とし、その他必要な項

目で作成する。なお、サミットの実施にあたり、①・②を条件とする。 

  【必須項目】 

   目的、会場、開催日時、実施内容、調整体制、調整スケジュール、開催にかかる

令和７年度取組予算見積書 

  【条件】 

① メイン会場は豊岡市内にて数百人を収容できる施設（豊岡市民会館又は但馬

空港多目的ホールなど）とすること。 

② サミットの開催期間は、万博の「食と暮らしの未来」テーマウィーク期間中

（令和７年６月５日～１６日）の土曜日又は日曜日とすること 

 

（３）サミット参加を促す広報戦略・手法及びコンテンツ制作 

   サミット開催に向けて機運を高め、SDGs に関心のある消費者等を対象に集客に

つなげるための広報戦略・手法及びコンテンツ制作について、計画及び実施するこ

と。なお、広報戦略において、サミット終了後も「環境創造型農業」の取組を広く

浸透させることができるよう留意すること。 

 

 

 

 
 



 

２ 履行期間 

 （１）サミット企画構想の作成：令和６年９月２０日 

 （２）サミット実施計画の作成：令和６年１０月１５日 

 （３）サミット参加を促す広報戦略・手法及びコンテンツ制作：令和７年３月３１日 

 

３ 留意事項 

万博の関連事業として実施するため、兵庫県万博推進課等との調整を要する場合が

あるため、農業改良課担当者とは、連絡を密に業務を推進すること。 

 

４ 成果物 

企画書及び実施計画書は、電子データ（PDF 形式）を DVD-ROM で提出する。 

 


